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　千歳高校国際流通科の3年生5人が市
内勇舞のケーキショップNanairo（孫崎誠
オーナー）と、ハスカップスムージーを共
同開発しました。さる8月7日と8日の2
日間、生徒みずから店頭に立ち、数量限定
で製造した60個を販売しました（現在、販
売は終了しています）。
　この商品開発は、「千歳市のハスカップ
のPRと農家の活性化」をテーマに、課題
研究の授業として実施。企画した5人のう
ち、7日は班長の山下真白（ましろ）さん

（写真右側）と桑山陽花（はるか）さん（同左）が、翌8日には吉満康平さん、佐藤千
斗さん、板崎浩翔さんが店頭に立ち販売しました。
　班長の山下さんは「使用しているハスカップは、千歳市中央のささき農園様にご
協力いただき、すべて私たち自身で摘み取りました。ハスカップは酸味が強いので、
その酸味を抑えるため、様々な食材で適量を探る試行錯誤に苦労しました。プロの
意見をお聞きして、さわやかな味わいを実現することができました」と笑顔で話し
ていました。
　Nanairoでは、スムージーを夏季限定で通常3種類（グリーン・ベリー・レッド）
を販売しています。来季も、ささき農園の協力を得て数量限定で「ハスカップスムー
ジー」を店頭販売する予定です。

　千歳市内7つの習字教室からなる「縁
筆（えんぴつ）の会」は8月7日から22
日まで、ちとせモール（千歳市勇舞8）2
階で「生徒部・成人部　七夕作品展」を開催しました。硬筆・毛筆の力作合計270点
のほか、墨で描いた「墨画」などを展示。会場には「七夕コーナー」として、出品者そ
れぞれが願いを込めて記した短冊が飾られました。

　縁筆の会は、千歳市内3カ所で習字教
室を営む日本習字稲穂支部の古川洋子
支部長が、親交のある習字指導者に呼
びかけて結成。同展が、会として初めて
の活動となりました。
　古牧知華（ふるまき・ともか）さんと
弥吉愛美（やよし・まなみ）さん（とも
に8歳）は、硬筆作品と短冊を出品。古
牧さんは短冊に「習字できれいに字を書
いて、友だちに負けずにがんばる！」と
切磋琢磨を誓い、弥吉さんは「家族とし
あわせにくらせますように」と心温まる
願いをしたためました。
　縁筆の会の活動について、古川支部
長は「皆で書道という日本文化を伝承す
るため活動しています。今後も展示の
機会を設けていきたい」と意欲を見せて
いました。

　恵庭ロータリークラブ（秋山有洋会長）がこ
のほど、恵庭市青少年・文化振興事業へ50万
円の寄付を行い、原田裕恵庭市長から感謝状が
授与されました。

　恵庭市青少年・文化振興事業では、次世代の恵庭市を担う青少年の育成や教育環
境の整備を行っており、地域の歴史や文化を学び、豊かな心と創造性を育む生涯学
習の充実を目指しています。寄付金は、子ども塾の開催費や青年育成補助金などに
充てられる予定です。
　寄付を受けた原田市長は
「毎年の寄付ありがとうござ
います。青少年の健全育成
に役立てたい」と謝辞を述べ
ました。秋山会長は「コロナ
禍で、様々な催しが中止と
なり、例年通りの活動はで
きませんが、今後も青少年
への奉仕活動など、できる
事をして行きたい」と今後の
抱負を語りました。

　島松夏祭り実行委員会（細川
敏夫会長）が8月2日、島松駅
前ロータリーに横断幕を掲げ
たやぐらを組み、祭りさながら
のライトアップを施しました。
　例年夏に行われていたしま
まつ鳴子まつり、島松駅前盆踊
りが新型コロナウイルス感染
拡大の影響により2年連続で中
止。今回、実行委が市民に向け
て「今年の祭りはできないが、
来年を楽しみにしてほしい」と
いう思いを込めて実施しまし
た。やぐらの横断幕には「祭り
再開まで笑顔で！」など市民に向けたメッセージが描かれています。
　駅前ロータリーでやぐらを見上げた細川会長は「駅前を通るみなさんに
少しでも、明るい気持ちになっていただきたい。来年の島松は熱いです。
笑顔で待っていてください」と話していました。
　やぐらのライトアップは9月下旬まで続く予定です。

　千歳市無線赤十字奉仕団（桑
原均委員長）は8月7日、令和
3年7月の大雨豪雨災害による
被災者の支援を行うための街
頭募金活動をちとせモール駐
車場側入口前で実施しました。
　同奉仕団は、1963（昭和38）
年3月に千歳市地区赤十字奉
仕団の無線部門として設立。
無線従事者の資格を持つメン
バーで構成され、災害時などの
無線連絡、通信訓練、一般市民
への講習、赤十字防災ボラン
ティア活動を展開して、赤十字

の災害支援活動に協力しています。
　昨年は、令和2年7月の豪雨災害義援金の街頭募金活動を7月にフード
D365千歳店入口前で行ったほか、8月には今回同様ちとせモール入口前
で実施。合計で、7万円を超える善意が寄せられました。今回は、委員長を
含む団員7人が参加して行われ、3万5088円の義援金が集まりました。
　桑原委員長は「お寄せいただいた市民の皆さまからの温かい善意に感謝
いたします。被災された方々の支援および被災地域の一日も早い復興を
願っています」と話していました。集まった義援金は、千歳市社会福祉協
議会を通じて日本赤十字社より被災地に届けられます。
　千歳市無線赤十字奉仕団は9月5日（日）に、ちとせモール入口前で今年
2回目となる街頭募金活動を予定しています。

　

恵庭市緑町町内会（内山英雄会長）はこ
のほど、恵庭市すみれ公園（緑町2）で、
「おうち焼肉」と題したイベントを行
い、参加した町内の約50世帯にジンギ
スカン用の羊肉を配布しました。
　コロナ禍で昨年に引き続き、町内会
の各種行事が中止となる中「夏の野外親睦会の代わりに何かできる事はな
いか」と役員会で検討。自宅で野外親睦会の気分を楽しみ、元気になって
欲しいとの思いからジンギスカン用食材の提供を行う事となりました。当
日は子どものいる家庭には1000g、以外の家庭には500gの羊肉が配ら
れ、参加者は笑顔で羊肉を受け取っていました。
　内山会長は「町内会の活動を中止する事は簡単ですが、町内会の役割を
知ってもらうために、できる事をしたいと思い今回の活動を行いました。コ
ロナ禍で外に出る機会が少なくなる中、互いに顔を合わせる関係の重要さを
再認識しました。今後も明るく楽しく活動していきたい」と話していました。
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